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・機械式ｴﾎﾟｷｼ

　検査（ｺｱ抜取り）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　[4.3.4]

　　・　

※100～200

・　

　　・行う　　抜取り部の補修方法

・　

　　　　　樹脂注入工法

　注入材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　[4.2.2]

　　※行わない

・手動式ｴﾎﾟｷｼ

※150～250

　注入量(ml/m)

※40　　・　

・　

２ 外壁改修の保証等

　　　　　　　　　                                                 [1.5.2]

※130　 ・　

※200～300

※50～100

・　

※70　　・　

・樹脂注入工法　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [4.1.4][4.3.4]

建物増築部分

５

ｔ36

　ｼｰﾙ材料

　　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ

　ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙの塗り厚が20㎜を超える場合、または現状成形が不可能な場合は

１ 改修工法

　　種類　　

　建

　具

　改

　修

　工

　事

　　※ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

　監督員と協議すること。

　　・ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　※改修標仕4.3.6(b)(3)を「ﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布したのち、ｼｰﾙ材をﾊﾟﾃへら等でｸﾗｯｸに

２ 欠損部改修工法

　　押し込み、周囲と平滑に仕上げる。」と読み替える。

　　　　　樹脂注入工法

　　　　　樹脂注入工法

　充填材料

※行わない　・行う

・ｼｰﾙ工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[4.1.4][4.2.2][4.3.6]

・

※充填工法　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　 [4.1.4][4.2.2][4.3.7]

　　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

・ひび割れ部改修工法

・欠損部改修工法

※既存仕上げ面全体　・　

１ 既存塗膜等の除去

下地ひび割れ部等の補修

・浮き部改修工法

既存塗膜劣化部の除去、下地処理の工法　　 　　　　[4.6.3][表4.6.2～表4.6.5]

・ｻﾝﾀﾞｰ工法

　 及び下地処理 　　　　処 理 範 囲　塗 

り 

仕 

上 

げ 

外 

壁 

改 

修 

工 

事

　　　・ｳﾚﾀﾝ樹脂及びｼﾘｺﾝ樹脂

防火材料　・建築基準法に基づく指定又は認定を受けた材料とする。     [4.2.2]

4-5

・ﾀｲﾙ部分張替え工法　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　[4.1.4][4.5.7]

上塗材

　　接着材の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [4.2.2]

２ 下地調整

・ﾀｲﾙ張替え工法　　　　　　　　　　　　　　 　　　　      　[4.1.4][4.5.8]

　　　・ﾀｲﾙ張替え用ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　　　位置　※改修標仕表4.5.1による　・図示

　　　※ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

　　伸縮調整目地及び、ひび割れ誘発目地　　　　　　        [4.5.8][表4.5.1]

　ただし、やむを得ない場合は、劣化部補修を組合員以外の施工とすることができ

※外壁改修工事について、受注者は新潟県外壁補修工事業協同組合と連名の保証書

　る。その場合は、組合員の施工指示による。

　外

　壁

　改

　修

　工

　事

　共

　通

　事

　項

  新規仕上塗材の美観に影響を与えるおそれのある段差部等を壁面に表示する。

保証期間

  仕上塗材等の劣化部分、剥落部等を壁面に表示する。

下記の劣化状況調査の結果について、施工方法、施工箇所、施工数量等をまとめた

  浮き部分を壁面に表示する。また、ﾓﾙﾀﾙの剥離・剥落など欠陥部分を調査する。

保証範囲

※外壁改修工事(劣化状況調査、劣化部補修及び下地処理、ｼｰﾘﾝｸﾞ、仕上塗材仕上)

施工数量調査報告書を提出し、監督員の承諾を得て施工する。

  仕上塗材仕上げの下地となる外壁、庇等の躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ面、既存ﾓﾙﾀﾙ、ﾀｲﾙ等の面

  ひび割れの幅及び長さを壁面等に図示する。

 調査内容

　　　工　法

※Ｕ３－１　・Ｕ３－２

  ｺﾝｸﾘｰﾄの表面の剥がれ及び剥落部を壁面に表示する。

　　　　　　　　※充填工法（・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）　　 [4.3.7]

4-1 １ 施工数量調査

  ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び錆汁の流出の有無を調査する。

 調査範囲

※130

外部に面するｼｬｯﾀｰの耐風圧強度（　　　　　　　　）N/㎡　　　  　　 [5.10.2]14 重量ｼｬｯﾀｰ

　 (標準型鋼製軽量

かぎ箱　　　　市販品　　形式　・３０組用　・６０組用　・１２０組用　・　

　 建具を含む)

13 自閉式上吊り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　タ 

イ 

ル 

張 

り 

仕 

上 

げ 

外 

壁 

改 

修 

工 

事

凍結防止措置　※行わない　　・行う（　　　　　　）　　　　　　　   [5.8.3]

自動ﾄﾞｱの開閉機構　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[ 5.8.3][表5.8.3]

※適用する（適用建具及び適用位置は図示による）　　　　　　　　　 　[5.9.1]

開閉機能　　※上部電動式(手動併用)　・上部手動式　　　　[5.10.2][表5.10.1]

・音波ｽｲｯﾁ　 　・ﾍﾟﾀﾞﾙｽｲｯﾁ　　・熱線ｽｲｯﾁ　 ・光電ｽｲｯﾁ

・断熱複層ｶﾞﾗｽ

　 開 閉 方 法

※ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｱ

　　　　　　　　セ ン サ ー の 種 類

　　断熱性、日射遮へい性による区分

12 自動ﾄﾞｱ開閉装置

11 建具用金具

   引戸装置

・日射熱遮へい複層ｶﾞﾗｽ

・押しﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ ・多機能便所ｽｲｯﾁ

簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄの性能値の適用は建具表による　　　 　　　　 [5.5.2][5.5.6]

鍵札数量　　　※錠前１組に２枚とする　　・錠前１組に  　枚とする

ﾏｽﾀｰｷｰ　　　　・製作する(　　　本)　　　※製作しない               [5.7.4]

ふすまの縁の仕上げ　　・塗り縁　・生地縁　　　　　　　　　　　　(表16.7.9)

ふすまの上張り　　※新鳥の子又はﾋﾞﾆﾙ紙程度　・鳥の子　　　　　　(表16.7.3)

かまち戸の樹種　　かまち(　　　　　　)　　鏡板(　　　　　　)　　　(16.7.2)

外部に面する建具の耐風圧性　　　　　　　　　　　 　[5.4.2][5.6.2][表5.2.1]

簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄの性能値の適用は建具表による　　 　[5.4.2][5.6.2][表5.4.1]

10 木製建具

９ ｽﾃﾝﾚｽ製建具

　・Ｓ－４　・Ｓ－５　・Ｓ－６

　　注入工法の種類

0.2以上～0.3以下

注入口間隔(mm)

0.5超え～1.0以下

4-2

0.3超え～0.5以下

0.2以上～1.0以下

１ ひび割れ部改修工法

 ひび割れ幅(mm)　コ 

ン 

ク 

リ 

ー 

ト 

打 

放 

し 

仕 

上 

げ 

外 

壁 

改 

修 

工 

事

※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ

　笠木の固定金具は改修標仕3.9.3(b)(1)とし、それ以外の取付方法は図示による。

　　　 種　別

　　※建築補修用及び建築補強用ｴﾎﾟｷｼ樹脂(JIS A6024低粘度形又は中粘度形)

　　　ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材

・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

※1成分形又は2成分形

　は、新潟県外壁補修工事業協同組合員(以下、「組合員」という。)の施工とする。

区　分

　窓

    充 填 材 料

・Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法　　　　　　　　　　　  　　      [4.1.4][4.2.2][4.3.5]

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材

　　　　備　考

※ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造の外壁は保証対象範囲外

外壁下地のみ
外装薄塗材E
（JIS-A6909）

（JIS-A6909）

外壁下地・塗装面
防水型複層塗材E

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙの充填

　１０年

　１０年

　を提出する。

　　2.3

外部の下枠、水切り板　

外部に面する建具の耐風圧性　　　　　　　　　　　　 [5.4.2][5.4.6][表5.2.1]

簡易気密扉の簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄ性能値　　　　　　 　　[5.4.2][5.4.6][表5.4.1]

８ 鋼製軽量建具

外部に面するスイングドアの建具

・ｽｲﾝｸﾞﾄﾞｱ

・ﾏｯﾄｽｲｯﾁ　　  ・電子ﾏｯﾄｽｲｯﾁ　・ﾀｯﾁｽｲｯﾁ　　※光線ｽｲｯﾁ

　厚さ(㎜)使用箇所

　　2.3

　　2.3

出入口

　(標準型鋼製建具を

枠類

枠類

戸

　 含む)

中骨

７ 鋼製建具

　・Ｓ－４　・Ｓ－５　・Ｓ－６

　※適用する（適用箇所は建具表による）

・図示

・

３ 防犯建物部品

４ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具

・防水形複層塗材RS

２ 見本の製作等

　種別

　　　　　　　　　適　用　箇　所

・かぶせ工法

　改修工法

※適用する（適用部品及び適用位置は図示による）　　 　　　　　　　　[5.1.7]

※建具表による

・

※砂壁状　・着色骨材砂壁状

※既存防水型複層塗材仕上げ面 15Mpa　

※外装薄塗材E

※７０

 枠見込み(mm)

・ゆず肌状　・凸部処理　※凹凸状

※高圧水洗工法

※防水形複層塗材E

・複層塗材CE

※既存外装薄塗材仕上げ面 30Mpa　

３ 仕上げ塗材

・熱線吸収ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ

　　　　　　品　　質　

・熱線吸収網入り磨き板ｶﾞﾗｽ

※スチールタイプ

　　　材料板ｶﾞﾗｽによる種類

・Ｅ４　　　・Ｅ５

　　　　　特性による種類

・ﾌﾞﾙｰ　・ｸﾞﾚｰ　・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ　・ｸﾞﾘｰﾝ

Ⅲ類（曲面はⅠ類）

・複層ガラス

　　　材料板ｶﾞﾗｽによる種類

・アルミニウムタイプ

・合わせガラス

・強化ガラス

　特性による種類　　※ Ⅱ-1類

※建具表による

・撤去工法

・ﾌﾛｰﾄ強化ｶﾞﾗｽ

・ﾁｪｰﾝ式

　　 セクション材料  開閉方式

・型板ｶﾞﾗｽ

・ファイバーグラスタイプ

施工箇所

・特殊な建具の仮組　(建具番号　　　　　　　　) 

外部に面する建具の性能等級　　　　　　　　　　　 　[5.2.2][5.2.4][表5.2.1]

Ｓ－６ 　Ｗ－５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [5.1.3]

・

 水密性

※Ｗ－４

・見本の製作　　　　(建具番号　　　　　　　　) 　　　　　　　　　　[5.1.5]

　１００

Ｓ－５

耐風圧性

※Ａ－３

 気密性

　Ａ－４

・Ａ種

・Ｃ種

※Ｂ種 ・

Ｓ－４

・熱線吸収板ガラス

　　　　　樹脂注入工法

・機械式ｴﾎﾟｷｼ

　　　　　樹脂注入工法

・　　　　　　樹脂注入工法

・手動式ｴﾎﾟｷｼ

 ひび割れ幅(mm)

・樹脂注入工法　　　　　　　　　　　　　  　  [4.1.4][4.3.4][4.5.2][4.5.5]

※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ

　　注入工法の種類

・　

※40　　・　

※130　 ・　

　注入量(ml/m)

・

・　

※70　　・　

※50～100

※200～300

※150～250

注入口間隔(mm)

※100～200

・複層仕上塗材

・塗膜はく離剤工法

　外観　※つやあり ・つやなし ・ﾒﾀﾘｯｸ

・複層塗材E

　防水形の増塗材　※行う

・薄付け仕上塗材

耐候性　※耐候形３種　・耐候形２種

　溶媒　※水系　・溶剤形

・複層塗材RE

　樹脂　※ｱｸﾘﾙ系　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系

・

※上記処理範囲以外の既存仕上面全体

　　　呼 び 名

・

種類、仕上げの形状、工法　　　　　　　　　[4.1.4][4.2.2][表4.2.4][表4.2.5]

0.2以上～1.0以下

　　種　類 　　　　　　仕上げの形状

・　

※下地調整塗材　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  [4.2.2][4.6.3]

・水洗い工法

・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

※既存仕上げ面全体　・　

・ﾊﾞｰﾁｶﾙ形

※ﾊﾞﾗﾝｽ式

・ﾛｰﾍｯﾄﾞ形

17 ｶﾞﾗｽ

・ﾊｲﾘﾌﾄ形・電動式

・溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板

　収納形式

16 ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ

・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ形

　　ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ

外部に面するｼｬｯﾀｰの耐風圧強度（　　　　　　　　）N/㎡　　　　 　　[5.11.2]

下記以外は、建具表による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[5.13.2]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[5.12.2][5.12.3][表5.12.1]

　　　　　　形状　※ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ形　・ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ形　　　　　　　　[5.11.4]

　　　　　　 色　　調

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ等　※鋼板製　・ｽﾃﾝﾚｽ製SUS304(厚さ1.5mm)　　　　　　　　[表5.11.2]

耐風圧性能による区分　・５０　・７５　・１００　・１２５          [5.12.2]

開閉形式　　※手動式　・上部手動式（手動併用） 　　　　 [5.11.2][表5.11.1]

　　　　　　材質　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板又は鋼帯 　　　　　　　 [5.11.3]

15 軽量ｼｬｯﾀｰ

スラット　　厚さ(mm)　・0.5　・0.6　・0.8　・1.0　　　　　　　　[表5.11.2]

一般重量ｼｬｯﾀｰのｼｬｯﾀｰｹｰｽ　※設ける　・設けない　　　　　　　　　　 [5.10.2]

　　　 種　別

３ 欠損部改修工法

※行わない　・行う

　　　　　　　　※充填工法（・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）　　 [4.3.7]

　　　　備　考    充 填 材 料

　　　ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材

※1成分形又は2成分形

・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙの充填・ｼｰﾘﾝｸﾞ材

　検査（ｺｱ抜取り）　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 [4.3.4][4.5.5]

　　・行う　　抜取り部の補修方法

　　・　 ※ｽﾃﾝﾚｽ鋼板(SUS304)

・Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法　　　　　　　　　　　　　 [4.1.4][4.2.2][4.3.5][4.5.6]

　　※行わない

0.2以上～0.3以下

※130

0.5超え～1.0以下

　　※建築補修用及び建築補強用ｴﾎﾟｷｼ樹脂(JIS A6024低粘度形又は中粘度形)

0.3超え～0.5以下

・

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木の種類　　　　　　　　　　　　　　 　　[3.9.2][3.9.3][表3.9.1]

 表面処理・色合い

1.5以上

1.6以上

・　

・板材折 ・2.0

・2.0・

1.8以上

・板材折

　曲げ形

ガラス　　※複層ガラス　・単板ガラス　・三重ガラス　　　　　　　　 [5.3.3]

・　

・　

 幅(mm)

2.0以上

・ﾌﾞﾗｯｸ

板厚(mm)

　曲げ形

　シ
ー
ル

 

オ
ー
プ
ン

・B-2種

・A-1又は

る

定する条件

・ｽﾃﾝｶﾗｰ

・250形

・100形

・300形

　B-1種(無着色)

 形式

に基づく指 （図示）

※行う

・ﾌﾞﾗｳﾝ系　

・

・

 固定間隔

建築基準法

板材折曲げ形ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木の取付工法

により定め ・行わない

 下地補修

熱貫流率(W/(㎡･K))

2.91以下

   施工箇所

水切り　　※図示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [5.3.5]

表面色　　標準色（※ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ)　 　　　　　　　　 [5.3.4]

1.90以下

(mL/箇所)

(mL/箇所)

・伸縮調整目地改修工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [4.1.4][4.5.16]

2.33以下

・Ｈ－６

　　　　・　

 注入量 充填量

特注

たてどい受け金物の取付け　※図示　・標仕13.5.3(d)(2)による [3.8.3](13.5.3)

５

　・配管用鋼管　※硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管　・ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管

・外壁ﾀｲﾙ張り全面　・図示の範囲

　撤去範囲　※下地ﾓﾙﾀﾙまで　・張付けﾓﾙﾀﾙまで

注入口の箇所数(箇所/㎡)

(mL/箇所)

　　※建築補修用及び建築補強用ｴﾎﾟｷｼ樹脂(JIS A6024低粘度形又は中粘度形)

 注入量注入口の箇所数(箇所/㎡) ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数(本/㎡)

・　

※25

4-4

※50

※25

・　

ﾓﾙﾀﾙを撤去しない場合　　[4.1.4][4.2.2][4.4.10]～[4.4.15][表4.4.3][表4.4.4]

・　

・　

・　

※25

１ 既存ﾀｲﾙ張りの撤去

・Ｈ－Ｃ種

(mL/箇所)

・　

※25

※20

 充填量

・　 ・　

・350形

・　

※20

・　

※12

・　

※12

指定部一般部指定部

※25

・　

※13 ※20

※20

・　

・Ｔ－１

・　

・　・　

・　

・　

・　

※13

一般部

 改修工法の種類

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分

  ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

  ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

  ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

・　

　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径4mmの丸棒で全ﾈｼﾞ切り加工したもの

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  [4.2.2]

0.2以上～0.3以下

　　　・図示

４ 浮き部改修工法

　　仕上げ厚又は全塗り厚が25mmを超える場合の処置

※16

　　　※ｽﾃﾝﾚｽ製ｱﾝｶｰﾋﾟﾝを縦横200mm程度の間隔に打ち込み、ｽﾃﾝﾚｽﾗｽ等を張る。

　　既製目地材　・適用する（形状　※図示　　・　　　）　　　　　　 [4.2.2]

※130

0.3超え～0.5以下

・Ｔ－２

0.5超え～1.0以下

施工箇所遮音性能　種別

６ 樹脂製建具

・Ｈ－５

・Ｈ－４

・Ｈ－Ｂ種

・Ｈ－Ａ種

断熱性能　種別

外部に面する建具の断熱性能等級　　　　　　　　　 　[5.3.2][5.3.4][表5.3.3]

・Ｔ－Ｂ種

役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする

・目地ひび割れ部改修工法　　　　　　　　　　　　　　　　 　[4.1.4][4.5.16]

・Ｔ－Ａ種

　外装ﾀｲﾙ　　　　・密着張り　・ﾏｽｸ張り

 種　類

　ﾀｲﾙの試験張り　※行わない　・行う　　　　　　　　　　　　　　　　[4.2.2]

外部に面する建具の遮音性能等級　　　　　　　　　 　[5.3.2][5.3.4][表5.3.2]

備考欄に記載された商品名等は、品質の程度を示すための参考商品名である。

　ﾀｲﾙの見本焼き　※行わない　・行う　　　　　　　　　　　　　    　[4.2.2]

 なし

壁ﾀｲﾙ張りの工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　[4.5.8][表4.5.3]

施工場所・用途
無釉施釉なし  （㎜) あり

・

・ ・

・

・

・

・・・ ・

あり

・・

・

・

標準

・ ・

うわぐすり耐凍害性

  ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

・　 ・　

役 物

　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径4mmの丸棒で全ﾈｼﾞ切り加工したもの

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  [4.2.2]

形状寸法  備 考色

・　

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

※50～100 ※40　　・　

※150～250

 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数(本/㎡)

・　 ・　

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分

  ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

  ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・　

・　

※12

指定部

※25

・　

※25※20

・　

・　 ・　

・　

※25

指定部

５ 陶磁器質ﾀｲﾙ張り

６ 目地改修工法

ﾀｲﾙの種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[4.2.2][4.5.7][4.5.8]

※25※20

・　

一般部

※12 ※20

※13

・　

・行う（※全面　・図示の範囲）

※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ

　　注入工法の種類

・　

 改修工法の種類

ﾀｲﾙを撤去しない場合[4.1.4][4.2.2][4.4.10～4.4.15][4.5.4][表4.4.3][表4.4.4]

※13

※20

・　

・既存ﾓﾙﾀﾙ撤去工法（範囲は図示　撤去部分の補修は３.欠損部改修工法による）

　　　　　樹脂注入工法

　　　　　樹脂注入工法

※下表以外は表5.4.2による　　　　　　　　　　　　　　　 　[5.4.4][表5.4.2]

鋼板類の厚さ（1枚戸の有効開口幅950mm又は有効高さ2,100mmを超える場合）

ｼｬｯﾀｰｹｰｽ　　厚さ(mm)  　・0.4　・0.8　　　　　　　　　　　　　　[表5.11.2]

・手動式ｴﾎﾟｷｼ

0.2以上～1.0以下

 ひび割れ幅(mm)

　　　　　樹脂注入工法

・樹脂注入工法　　　　　　　　　　　　　　    [4.1.4][4.3.4][4.4.2][4.4.5]

・機械式ｴﾎﾟｷｼ

※200～300

・　

・　

・Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法　　　　　　　　　　　　　 [4.1.4][4.2.2][4.3.5][4.4.6]

    充 填 材 料

・　

※70　　・　

※130　 ・　

※100～200

注入口間隔(mm) 　注入量(ml/m)

　　　 種　別

　　※行わない

　　　　　　　　※充填工法（・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）　　 [4.3.7]

※16

一般部

・　

　注入材料　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　[4.2.2]

　　　　備　考

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙの充填

　　・行う　　抜取り部の補修方法

・　

　 　

※50

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材

・

　　　ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材

　　　採取個所数　・部材が異なる毎に1箇所　　　　　・図示

　　押し込み、周囲と平滑に仕上げる。」と読み替える。

※行わない　・行う

　　改修標仕4.3.6(b)(3)を「ﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布したのち、ｼｰﾙ材をﾊﾟﾃへら等でｸﾗｯｸに

　　　・ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　　　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

※1成分形又は2成分形

・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　　分析によりPCBの含有が確認された場合は、下記により施工調査等を行い、

　　　調査範囲　　※今回改修工事範囲全て　　　・図示

・ﾓﾙﾀﾙ塗替え工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [4.1.4][4.2.2][4.4.9]

　　　調査内容　　ｼｰﾘﾝｸﾞ使用部位及び長さの確認

無着色

・Ｃ-２種又はＢ-２種

・充填工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　[4.1.4][4.2.2][4.3.7][4.4.8]

撤去既存ｼｰﾘﾝｸﾞの処理

　　　採取個所　　※外壁目地　　・建具周囲目地　　 ・図示

　　現場においてｻﾝﾌﾟﾙを採集し、専門分析機関で分析を行う。

　　充填材料　　※ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

　　適切に処理を行う

鋼管製といの防露　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[3.8.3][表3.8.4]

　　　　　　　　　廃棄物等の搬出方法

材種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[3.8.2][表3.8.1]９ とい

4-4

　　　　　　　　　施工範囲と工事監理区分の確認

４ 浮き部改修工法

　建

　具

　改

　修

　工

　事

　タ 

イ 

ル 

張 

り 

仕 

上 

げ 

外 

壁 

改 

修 

工 

事

　　　　　　　　　仮設計画

　※改修標仕表3.8.4による　　・　

10 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木

２ ひび割れ部改修工法

１ 既存モルタル塗り

　 の撤去

・ｼｰﾙ工法　　　　　　　　　　　　 　　　　　　[4.1.4][4.2.2][4.3.6][4.4.7]

　　ｼｰﾙ材料

　モ 

ル 

タ 

ル 

塗 

り 

仕 

上 

げ 

外 

壁 

改 

修 

工 

事

３ ８ シーリング

　防

　水

　改

　修

　工

　事

4-3

３ 欠損部改修工法

・　

・　・　

※Ｂ種

 水密性

　　　　・　

 枠見込み(mm)

Ａ－４

施工箇所

・　

　　・　

・Ｃ種

Ｓ－５

耐風圧性

Ｓ－４

・　

※25

※Ｗ－４

外部に面する建具の性能等級　　　　　　　　　　　 　[5.3.2][5.3.4][表5.3.1]

・Ａ種

　種別  気密性

Ｓ－６

・ 

防虫網　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [5.2.3]

・　

６ 樹脂製建具

　　　　　　 色　合　い　等

　形　　式　・外部可動式　・固定式　・図示

標準色（※ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

※Ｃ-１種又はＢ-１種内部建具

　網の種別　※合成樹脂製　・ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製　・ｽﾃﾝﾚｽ(SUS316)製

標準色（※ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

５ 網戸

外部建具 ※Ｂ-１種

　　　  種　別

・Ｗ－５

・

無着色

　注入材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　[4.2.2]

　事前調査等　　・行う(下記の要領で分析する)　・行わない

　検査（ｺｱ抜取り）　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 [4.3.4][4.4.5]

・Ｂ-２種

施工箇所

２ ひび割れ部改修工法 改修箇所　※既存ﾀｲﾙ張り面

　　　　　・既存ﾀｲﾙ撤去面（・ｺﾝｸﾘｰﾄ面　・ﾓﾙﾀﾙ面）

令和３年度 TEL:0258-83-3514　FAX：0258-83-2789縮 尺
E-mail:kensetu-kj@city.ojiya.niigata.jp

工事番号 小千谷市 本町 地内 図 番 小千谷市建設課工事名
〒947-8501小千谷市城内2丁目7番5号

建住第１５号 特記仕様書１(仮)テレワークステーションおぢや(建築)整備工事 図面名施工場所 １４－２



・部分電動式

・部分電動式

・手動式　・電動式

　　　仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の処置

※鋼板

※鋼板

・ｽﾀｯﾄﾞﾊﾟﾈﾙ式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20.2.3)

　　　操作方法

・焼付け塗装

・ｽﾀｯﾄﾞ式

 表面材

注1：JIS A 1416による試験方法において、中心周波数500Hzの音の透過損失が36dB

取付け工法　※接着工法　・埋込み工法

　　　　　　両端ﾌﾗｯﾄｴﾝﾄﾞ　※有り(・ｽﾃﾝﾚｽ製　※ﾋﾞﾆﾙ製)　・無し

・手動式　・電動式

材　種　　※ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)　・ｱﾙﾐ　　　　　　　　　　　　　　　　　(20.2.6)

・一般ﾀｲﾌﾟ

  表面仕上げ厚さ(mm)

・焼付け塗装

幅(mm)　　・50　・65　・75　・　

・遮音ﾀｲﾌﾟ

※ﾒﾗﾐﾝ樹脂又は

(JISによる記号)

・有り

・ 　

　 表面材種

(※0.6　・0.8)

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・難燃合板

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ

   遮 音 性

・タイルカーペット　　　　 　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　[6.9.3]

　　 以上の性能を有するものとする。

※ﾊﾟﾈﾙ式 ・　 ※鋼板

不燃材料の認定　　・有り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (20.2.4)

遮音性能による区分

   厚さ(mm)

ｱｸﾘﾙ樹脂焼き付け

・　

総厚さ(mm)
     仕 上 げ

 映像調整

※行わない

・強化ｶﾞﾗｽ

　 構造形式
ﾊﾟﾈﾙ部の

　　　　　色　　調

※熱線反射ｶﾞﾗｽ　　　

　配線取り出し開口　※40㎜×80㎜程度の開口

　ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ全体面積に対する設置割合　※20～30%

※ﾌﾛｰﾄ倍強度ｶﾞﾗｽ　　　

 材料板ｶﾞﾗｽによる種類の名称

　※製造所の標準仕様(ただし、構成材は標仕20.2.2(b)(2)による)

・

７ 集成材

※無塗装品

・熱線吸収ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ

・ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ

※のりくぎ併用

・ｸﾞﾚｰ　・ﾌﾞﾙｰ　・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ　・　

・倍強度ｶﾞﾗｽ

・行う

（大型積層型式）

・かば

　・図示

空調用吹き出しﾊﾟﾈﾙ

　仕様　※製造所の標準仕様(ｺﾝｾﾝﾄ本数は別途設備工事)

・熱線吸収倍強度ｶﾞﾗｽ

・

ｽﾛｰﾌﾟ及びﾎﾞｰﾀﾞｰ

　　　　　・ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾔ無し

パネル圧接装置操作方法　　※製造所標準仕様　　・ 

形　状　　※ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾔ入り

　ｺﾝｾﾝﾄの箇所数　※10～15㎡ に1箇所程度

        性 能 等

※18

※内面　・外面

・タフテッドカーペット　　　　　　　　　　 　　　　[6.9.3][6.9.4][表6.9.2]

　　　品　　質

　・有り(※固定式　・可動式　：施工箇所は図示)

配線取出しﾊﾟﾈﾙ　　　　

　 反射皮膜面

・

ｺﾝｾﾝﾄ等の取付け対応

　※無し

・高性能熱線反射ｶﾞﾗｽ ・内面

ＧＷ－Ｂ ※25　・　

　厚さ(mm)

        表 面 形 状

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　[5.13.2][表3.7.1]

ＲＷ－Ｂ

・ ・

・

※25　・　

　　記　号

             　　　　　　　　　 　　　　　　　　                    [6.5.2]

せっこうボードのエッジの種類

・

目地工法の種類

ﾀｲﾙの見本焼き　　※行わない　　・行う　　　　　　　　　　　　　　 [6.16.3]

備 考

・目透かし工法

代用樹種　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　　　　　　　 [6.5.2][表6.5.4]

脚部(ｽﾃﾝﾚｽ製) ※幅木ﾀｲﾌﾟ　・支柱ﾀｲﾌﾟ

ﾀｲﾙの試験張り　　※行わない　　・行う　　　　　　　　　　　　　 　[6.16.3]

※ﾃｰﾊﾟｰ

施工箇所

・

・

壁ﾀｲﾙ張りの工法　　　　　　　　　　　　　　 　[6.15.5][表6.16.4][表6.16.6]

・ｽｸｴｱ

　　　　　種　　　類

・

※ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・

・

・ｽｸｴｱ

                                                                  [6.14.2]

　　　　壁 紙 の 種 類

・

・

・

  施工箇所

・ﾍﾞﾍﾞﾙ

・ﾍﾞﾍﾞﾙ

・

紙製 織物

・硬質木毛ｾﾒﾝﾄ板

   その他のﾎﾞｰﾄﾞ張り

無機質ﾋﾞﾆﾙ

・

・けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

　※適用する　・適用しない

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞの継目処理

・継目処理工法

・突付け工法

・普通木毛ｾﾒﾝﾄ板

・

　　　　　　　・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂系化粧板(標準色　ｱﾙﾐ製ｺｰﾅｰｴｯｼﾞ付き)

ﾄﾞｱｴｯｼﾞ　　　 ・ﾌﾗｯﾄ形　　※曲面形

・不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板

・強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

注1：耐荷重性能5,000Nについては、国土交通省の建設技術評価「耐震型ﾌﾘｰｱｸ

・

化学繊維

　　　　種　　類

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 [6.12.2][表6.5.10][表6.12.1]

注2：表面仕上げ材の品質･規格等は、13 帯電防止床ﾀｲﾙ張り、16 ｶｰﾍﾟｯﾄ敷きに

※ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ(※9.0　・12.0　・　　　)

・9.5（準不燃）　※12.5（不燃）

   ｾｽﾌﾛｱの開発」において評価を取得したもの又は同等のものとする。

表面仕上げ材　・ﾒﾗﾐﾝ樹脂系化粧板(標準色　ｱﾙﾐ製ｺｰﾅｰｴｯｼﾞ付き)　　 　(20.2.5)

よる。

・凹凸ﾀｲﾌﾟ(・12.0　・15.0)　((個)不燃)

・ﾛｯｸｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ1号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[表6.13.1]

ﾀｲﾙの種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　[6.16.3]

(注1)

・

表面仕上げの壁紙張りの品質　　22壁紙張りによる。

ＮＷ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　[6.13.2][表6.13.1]

・15　・20　・25

　9.5(不燃)　化粧無(下地張り用)

・15　・20　・25

ＨＷ

(注1)

(注2)

　　　　　 　化粧有(ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様)

ﾀｲﾌﾟ2(無石綿)

・9.5（準不燃）　・12.5（準不燃）

　材料板ｶﾞﾗｽの種類

9

　

ＧＢ－ＮＣ

 JISの記号 　　　　　厚さ(mm)・規格等

・複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

・0.6G

・3,000N

ＤＲ

ＧＢ－Ｒ

０.８ＦＫ

・

※4.0

　構　法

　・

   帯 電 性

人体帯電圧

ＧＢ－Ｓ

ＧＢ－Ｆ

　　 工　法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20.2.2)

施工箇所

・ﾊﾟﾈﾙ構法 ・3,000N

 ※3Kv以下

・ｶｯﾄ､ﾙｰﾌﾟ併用

・ﾏﾙﾁﾚﾍﾞﾙﾙｰﾌﾟ

　　　ﾊﾟｲﾙ長(mm)

※クリア

・　

               仕 上 げ の 種 類

※全面接着工法※5.0～7.0　・　

・ﾚﾍﾞﾙﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ ・0.6G

・　 ・帯電防止床ﾀｲﾙ

・5,000N

・1.0G

表面仕上げ材

※4.0～6.0　・　 ・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法

・5,000N

・帯電防止床ﾀｲﾙ

耐荷重性能

(mm)・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ  水平力

※50mm
　

  仕上り高

・

　 種　別

※第一種 

・1.0G

 適用地震時

・溝構法　

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材

・1等

・倍強度ガラス

　　 建具の種類

鋼製及び軽量鋼製

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材　※ｶﾞｽｹｯﾄ(FIX部はｼｰﾘﾝｸﾞ材)

※50未満

・　

アルミニウム製

・熱線反射板ガラス

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材

・

施工箇所

　　・行わない(※図示の範囲)

17 フローリング張り

・天然木化粧複合

種　　類

・溝構法　

　
・ﾊﾟﾈﾙ構法

※集成材ｸﾘｱﾗｯｶｰ仕上げ(市販品　径　約45mm又は約60mm)

・ﾋﾞﾆﾙ製ﾊﾝﾄﾞﾚｰﾙ(幅　約50mm)

　　・図示の範囲

※適用しない

・10 Ω以下・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

　 ﾊﾟｲﾙ形状

※ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

電気抵抗値(Ω)

・天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲　　    　[6.1.3]

・既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井、壁、床の改修範囲　 　　 　[6.1.3]

18 ｶﾞﾗｽ留め材

　　　　施 工 箇 所

　　ﾊﾟｲﾙ形状

６

　内

　装

　改

　修

　工

　事

　内

　装

　改

　修

　工

　事

５ ６ ６

・接着工法

※塗装品

　　　　種　　別

　内

　装

　改

　修

　工

　事

・エポキシ樹脂塗床材

　建

　具

　改

　修

　工

　事

 樹　種

・

・

　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ・

改修標仕表6.5.10による床組

・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

17 ガラス

・なら

・なら

 等　級

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ床下地

               畳　の　種　別

・　

※１等 ・２等

※１等 ・２等

 板　厚

　ビス留め

・塗装品

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種(※KT-Ⅲ・　　)

　　　適 用 箇 所

・Ｃ種　・Ｄ種(※KT-Ⅲ・　　)

・化粧ばり造作用集成材

・塗装品

・

・接着工法

・ﾓﾙﾀﾙ埋込工法

・無塗装品

・接着工法

※釘留め工法

・　

・無塗装品

・

　仕上塗装

・

※15

・

・　 ・

・

・　

   心材の樹種

・釘留め工法※15

　　工　法

※C種

・　

・標仕16.2.3のｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具の材料による※アルミニウム製

　壁用金属枠及び補強材

壁用金属枠の種類 　　　　　　　規格及び補強材等

※１等 ・２等

・1等

　シーリング材料

・　

　化粧目地モルタルの色　※モルタル色　・　

　    寸 法(mm)

※無し

　厚さ 　　色　調

・　

 防火性能

　　 品　　名

・

・　

※無し

 パターン

                                              [6.10.3][表6.10.4～表6.10.8]

・　 ・　

・　

・　

　　 被着体の組合せ

・　

 耐火性能　呼び寸法

・　

 化粧単板の樹種

・　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[6.8.2]

　　　　品　　名

・　 ・　

  規格・品質

　　　　　　シーリング材の種別

主成分による区分

・

29 階段手すり

・

ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　[5.13.5]

・

・　

無釉 特注 なしあり
施工場所・用途

施釉

記号 耐久性による区分

19 ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ積み

標準

20 ガラス用フィルム

30 黒板及び

31 室名札

32 ブラインド

33 ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ

22 ﾓﾙﾀﾙ塗り

23 陶磁器質ﾀｲﾙ

・

・天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修　　　　　　　 　　　　　　　 [6.1.3]

・

27 トイレブース

20 吸音材

あり

・

・

・

・

・

・

24 ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ

25 可動間仕切

26 移動間仕切

・

28 階段滑止め

・

・

・

・

・

・

※260×80×5 ヶ所

13 誘導用、

・

・黒板

・

※ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

ヶ所

   ホワイトボード

・

ヶ所・　

・

・

・

ヶ所

・

ヶ所

寸法(mm) 受 金 具

・県産杉板材

文字形式突出型

なし

　・代用樹種を適用しない箇所（　　　　　　　　　　　　）

※ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ32K

材　　種

  　（㎜)

ヶ所

19 せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

11 ビニル床タイル張り

15 カーペット敷き

※塩化ﾋﾞﾆｰﾙ製

14 ビニル幅木

12 帯電防止床ﾀｲﾙ張り

面付型

※260×80×12

・ｱｸﾘﾙ樹脂製

10 ビニル床シート張り

※ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304) 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20.2.8)

・文字書込み

※平面　・曲面　・ｽｸﾘｰﾝ付引分

18 畳敷き

15 カーペット敷き

　 寸法(㎜)

   下地補修

　ﾌﾟﾗｽﾀｰ、ﾎﾞｰﾄﾞ等の面

　　調査内容

　　　　　　備　　考　　　　種　　類

16 合成樹脂塗床

　　調査内容

・ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ等の撤去　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　[6.2.2]

・改修工事後も使用する建具(枠、額縁を含む。)

・ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ

焼付け

　　調査内容

９ 軽量鉄骨天井下地

※平面　・曲面　・ｽｸﾘｰﾝ付引分

８ 防腐・防蟻処理

　　　既存下地材の不陸、脆弱部、欠損部を調査する。

・ｶﾊﾞｰ工法による床・壁・天井改修箇所の下地材

成する材料及び接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量はＦ☆☆☆☆を基本とする。なお、

・内部床、壁、天井等の改修後に見え掛りとなる既存のｺﾝｸﾘｰﾄ、ﾓﾙﾀﾙ、ﾀｲﾙ、

監督員の承諾を受けること。

　　※仕上げ材のみ(接着剤とも)

　欠陥部分不具合の有無を調査する。

　　※既存のまま

　特記以外の建物内部に使用する内装改修工事の既製品等の品質、又は製品を構

該当する材料等がない場合において、Ｆ☆☆☆☆以外の材料等を使用する場合は

・設備工事及び既存部分と改修部分との取合い部の整合を調査する。

　※図示

・12.5（不燃）　 ・21（2重張り）

　　　　※ｽﾃﾝﾚｽ製ｱﾝｶｰﾋﾟﾝを縦横200mm程度の間隔に打ち込み、ｽﾃﾝﾚｽﾗｽ等を張る。

　　　(ﾓﾙﾀﾙ目地を含む。)を調査する。

　　　ひび割れの幅及び長さを壁面等に図示する。

５ 既存壁の撤去並び

・造り付けの実験台、作業台、流し及び黒板等で監督員が指示したものについて、

　　　仕上材の欠損部、腐朽部、脆弱部を壁面に表示する。

　　　ﾓﾙﾀﾙ、ﾀｲﾙ、ﾌﾟﾗｽﾀｰの浮き部分を壁面に表示する。また、ﾓﾙﾀﾙの欠陥部分

　　　　・図示

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修　　　　　　　　　　　  　 [6.3.2][4.4.9]

量調査報告書を提出し、監督員の承諾を得て施工する。

　　　建具の建付け状況、建具金物の不具合の有無、仕上げ材の欠損部、腐朽部

　　・機械的除去工法

　・[4.4.9]ﾓﾙﾀﾙ塗替え工法

　 に下地補修

                                                                  [1.5.2]

１ 基本要求品質

・

・

改修後の床の清掃範囲　　※改修箇所の室内　・　　　　　　　　　　　[6.2.2]

　　※目荒工法

　　を調査する。

・

・ ・

３ 施工数量調査

４ 既存床の撤去及び

・

・合成樹脂塗り床の材の除去工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　[6.2.2]

　　・下地ﾓﾙﾀﾙとも(※図示の範囲)

　下記の調査結果について、施工方法、施工箇所、施工数量等をまとめた施工数

・ ・

・

・

・

・・

・

　　　天井下地組の強度、腐朽状況を調査する

ほうろう

・・ ・

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　[6.1.2]

　　※壁面より両側600mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

６

・・

[6.11.2][6.11.3][6.11.4][6.11.5][6.11.6][表6.11.1～表6.11.4]

・

・

・

　・改修標仕表6.5.4によるほか、樹種のうち杉は、県産材を使用する。

　　下表以外は改修標仕表3.7.1による　　　 　　 　[5.13.5][3.7.2][表3.7.1]

・

・

・

・

　　・図示の範囲

・・

施　工　箇　所

※下表以外は、改修標仕6.6.3及び表6.6.2による

　野　縁

・

　 中央部　　　周辺部

　　・図示の範囲

防蟻処理　・行う(適用範囲                                     )　　 [6.5.5]

　ただし、現場における加工が生じた場合には、加工した箇所に対し、現場にて表

　工場における加圧式とし、十分に乾燥を行う。

うわぐすり

　種類及び品質等が確認できる資料を監督員に提出し承諾を受ける。

防腐処理　※行う(適用範囲　※改修標仕6.5.5(a)による　・図示)   　   [6.5.5]

・

２ 改修範囲

　　※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

防腐・防蟻処理の方法

役 物

既存の埋込ｲﾝｻｰﾄ　　・使用する　・使用しない　　　　　　　　　     　[6.6.4]

改修標仕1.2.2[施工計画書]による品質計画で定める。

あと施工ｱﾝｶｰの引抜き試験　・行う　・行わない　　　　　　　　　　　　[6.6.4]

　　　　　種　　　　類

　面処理用木材保存剤を塗布することとする。

ただし、建築基準法に基づき指定する条件により、定まる風圧力に対応した工法を

・操作棒式

　※市販品(ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　押出し型材)

※横形

野縁受、吊りﾎﾞﾙﾄ、ｲﾝｻｰﾄ

・

　防腐・防蟻剤は、ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ等を含まない非有機ﾘﾝ系の表面処理用木材保存剤とし、

ＫＴ

ＦＯＢ

ＴＴ

屋外の場合の形式及び寸法　　　　　　　　　　　　 　　　　　[6.6.3][表6.6.2]

 JISの記号

・　

※ＦＳ　・ ※2.8

屋外の天井の補強　　※図示　　・改修標仕6.6.4(k)による　　　　　　　[6.6.4]

・　

　　　　　下地材の間隔（㎜）

・

　　　備　　考

※2.0

1.0×10

Ω未満

ＦＴ

既製目地材　　※適用しない　　・適用する（形状は図示による）      [6.15.3]

※不燃・準不燃・難燃

　※RB種　　・RA種(施工箇所：　　　　　　)

厚さ(mm)

　　　 名　称

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 [6.8.2]

　　　張 り 面

※ｶﾞﾗｽ飛散防止ﾌｨﾙﾑ ※内張り　・外張り

・置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

　屋外の場合の試験

1.0×10

Ω以下、 又は、

漏洩抵抗値(JIS A 1454による)

第２種

・

※不燃・準不燃・難燃

   防火性能の級別  備　考

・

品質　JIS A 5759による

６ 木下地等

形状寸法 色

　・図示

 種 類

耐凍害性

　　　性 能 値

　　　種　　類 　　色　　　柄

※無地　・ﾏｰﾌﾞﾙ柄

ﾓﾙﾀﾙ、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面等の下地調整　　　　[6.14.3][7.2.5][7.2.6][表7.2.4][表7.2.5]

　※RB種　　・RA種(施工箇所：　　　　　　)

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面の下地調整　　　　　　　　　　　　 [6.14.3][7.2.7][表7.2.7]

表面仕上げ        　　　　　　　　　 　　　　　　　　               [6.5.1]

　　　適 用 箇 所 　　機械加工による仕上げの程度

　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

※不燃・準不燃・難燃

※平滑仕上　・防滑仕上　・つや消し仕上げ　　 

飛散防止率　95%以上

　　厚さ(mm)　 JISの記号

※柄物　・無地

・弾性ウレタン樹脂塗床材

工法　　※熱溶接工法　・突付け（施工箇所　　　　　　　　 　）　 　  [6.8.3]

・Ｃ種

・織じゅうたん　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　[6.9.2][6.9.3][表6.9.1]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 [6.8.2]

※発泡層のないもの

　　箇所数　・当該階において3箇所程度　・図示

・ｶｰﾃﾝ（又はﾚｰｽ共）

色彩　　・Ｂ－１　・Ｂ－２（・ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

・厚膜流し展べ仕上げ（※平滑　・防滑）

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ1等

※薄膜流し展べ仕上げ（※平滑　・防滑）

・ｶｰﾃﾝ＋横形ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

　　荷重　　・400N　　・　

ふところが３ｍを超える場合の補強　　※図示　　・　　　　　　　　　　[6.6.4]

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ1等

・樹脂モルタル仕上げ（※平滑　・防滑）

体積抵抗値(JIS K 6911による)

・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽｶｰﾍﾟｯﾄ

・ｱｷｽﾐﾝｽﾀｰｶｰﾍﾟｯﾄ

　　　　　溝幅×深さ（㎜）

(20.2.10)

   及びｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

ＦＯＡ

・文字彫込み

21 壁紙張り

・　

・横形ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

　　使 用 区 分

・縦形ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金

　 ｽﾗｯﾄの材質

  種 別    ﾊﾟｲﾙ形状     織 り 方

※150×80　　・180×80　　 ・　

※90×150　　・120×150　　・　

※120×80　　・150×80　　 ・　

・ｳｨﾙﾄﾝｶｰﾍﾟｯﾄ

・Ｂ種

・Ａ種

※2本操作ｺｰﾄﾞ

・既存再使用する　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　[5.1.6]

・既存再使用する(養生方法：　　　　　　　　　　　　　)　　　[2.3.1][5.1.6]

・

・ｸﾛｽｽﾗｯﾄ

・80

・

９

10

・100

※25

・ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

高さ(mm)　　・60　　・75　　※100　　　　　　　　　　　  　　　　 　[6.8.2]

・1本操作ｺｰﾄﾞ

・新設する

※180×150　 ・　

　　　種　　類 　ｽﾗｯﾄの幅(mm)

・新設する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (20.2.12)

・縦形

※ｷﾞｱ式　・ｺｰﾄﾞ式

 形　式
・ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ系

・　

適用箇所

・磁器又はせっ器ﾀｲﾙ

   注意喚起用床材

・磁器又はせっ器ﾀｲﾙ

・薄膜型塗床

　　　　

・発泡層のあるもの

 屋　内 ・塩化ﾋﾞﾆﾙ系

・　

　　　 種　　類

 屋　外

※2.0　・　

　　　　

・

・ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

　　　　　　性　　能

・ｺﾝｸﾘｰﾄ系

・ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ ※4.0又は4.5

　厚 さ(mm)

軽量鉄骨下地ﾎﾞｰﾄﾞ遮音壁の遮音ｼｰﾙ材　　　 　　　　　　　　　　　　 [6.13.2]

JIS T 9251

※300×300

による

※300×300×60 ・300×300×30

　※3kV以下　

　・　

人体帯電圧

　 色・柄等   帯 電 性

・ｶｯﾄ､ﾙｰﾌﾟ併用

ステンレス製

　　　　　　　　　　種　類

・造作用集成材

・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・化粧ばり構造用集成柱

※単一色(無地)

・

　　　　寸　法 (㎜)

・

※300×300

・

　　形　状

・

・柄物(標準品)

視覚障害者用ﾀｲﾙ　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　    　[6.8.2]

ﾌﾞﾛｯｸﾊﾟﾀｰﾝ

　　　 種　類
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在来のまま

在来のまま

化粧石膏ボード(t=9)

塩ビ

勾配調整モルタル塗、防滑塩ビシート

在来のまま

塩ビ

集成化粧

タイルカーペット(t=6.2)

防滑塩ビシート張

(H=60)

PB(t=12.5)、ビニルクロス、化粧見切

取替

塩ビ

塩ビ

在来のまま

塩ビ巾木

塩ビ

在来のまま

(H=60)

塩ビ

PB(t=12.5)、ビニルクロス、化粧見切

PB(t=12.5)、ビニルクロス、化粧見切

塩ビ

(H=60)

塩ビ巾木

在来のまま

(H=100)

硬質塗装合板フローリング(t=12)、木製框

化粧笠木付ライニング壁

同左撤去処分、清掃

磁器質タイル(100角)

硬質塗装合板フローリング(t=12)

硬質塗装合板フローリング(t=12)

(H=60)

温水洗浄便座新設

長尺塩ビシート(t=2)

PB(t=12.5)、ビニルクロス、化粧見切

タイルカーペット(t=6.2)

コンパネ(t=15)下張

硬質塗装合板フローリング(t=12)

硬質塗装合板フローリング(t=12)

(H=60)

タイルカーペット(t=6.2)

コンクリート金鏝

タイルカーペット(t=6.2)

塩ビ巾木

上り台(H=120)

木製フェンス扉

(H=100)

段差解消木製スロープ

腰(H=970)：松柾目突板合板(t=5.5)目透張

塩ビ被覆補助手摺

勾配調整板

(H=60)

在来のまま

ル 

ー 

ム

在来のまま

PB(t=12.5)、ビニルクロス

在来のまま

腰(H=870)：ドイツトウヒパネリング(t=12)

化粧石膏ボード(t=9)

 　　　　　オスモ塗

在来のまま

塩ビ

在来のまま

化粧石膏ボード(t=9)

腰(H=970)：松柾目突板合板(t=5.5)目透張

在来のまま

岩綿吸音板(t=9)

化粧石膏ボード(t=9)

在来のまま多 

目 

的

在来のまま

PB(t=12.5)、ビニルクロス

在来のまま化粧石膏ボード(t=9)

化粧石膏ボード(t=9) 在来のまま

塩ビ

在来のまま

塩ビ

在来のまま

既設:ビニルクロス張替

長尺塩ビシート(t=2.8)

廊

　
　下

在来のまま

長尺塩ビシート(t=2.8)

新設:LGS(65)、PB(t=12.5)、ビニルクロス

在来のまま

PB(t=12.5)、ビニルクロス、化粧見切

在来のまま

腰(H=970)：松柾目突板合板(t=5.5)目透張

カーペットタイル撤去

既設:ビニルクロス張替

サ 

テ 

ラ

塩ビ 在来のまま

塩ビ

新設:LGS(65)、PB(t=12.5)、ビニルクロス

 　　　　　オスモ塗

在来のまま

新設:LGS(65)、PB(t=12.5)、ビニルクロス

 　　　　　オスモ塗

既設:ビニルクロス張替

ー
ト
会
議
室

新設:LGS(65)、PB(t=12.5)、ビニルクロス

既設:ビニルクロス張替

既設:ビニルクロス張替

カーペットタイル撤去

在来のまま

在来のまま

コンパネ(t=15)下張

塩ビ巾木

塩ビ

塩ビ

在来のまま

長尺塩ビシート張替(t=2.8)

在来のまま

在来のまま

長尺塩ビシート(t=2)

在来のまま

一部アルミ

硬質塗装合板フローリング(t=12)張

(H=100)

在来のまま

在来のまま

在来のまま

PB(t=9)、V-Emp塗

同左撤去処分、撤去跡クリーニング

(H=100)

木製框撤去

在来のまま

塩ビ

在来のまま

ビニルタイル(t=2)上にスノコ敷

在来のまま

コンパネ(t=15)下張

長尺塩ビシート(t=2)

在来のまま

在来のまま

コンクリート金鏝

在来フローリング上にＯＡフロア(H=50)

同左撤去処分

同上仕上補修(ボード、クロス、木枠)

２

　
　階

在来フローリング上にＯＡフロア(H=50)

在来フローリング上にＯＡフロア(H=50)

自動ドア（Ｂ－４・５通り間）

タイルカーペット(t=6.2)

同左撤去、処分

在来のまま

コンクリート金鏝

同左撤去処分

内部仕上表

温水洗浄便座新設

コンクリート金鏝

腰(H=970)：松柾目突板合板(t=5.5)目透張

 　　　　　オスモ塗

塩ビ

ガラススクリーン

在来フローリング上にＯＡフロア(H=50)

温水洗浄便座新設在来のまま

現　況

タイルカーペット(t=6.2)

改　修

塩ビ巾木

上り台(H=120)

壁・腰

現　況

(H=100)

コンパネ(t=15)下張

改　修

在来フローリング上にＯＡフロア(H=50)

コンクリート金鏝

在来のまま

コンクリート金鏝

在来のまま

コンクリート金鏝

コンクリート金鏝

一部誘導タイル張

同左撤去処分

集成化粧

塩ビ巾木

改　修

(H=60)

塩ビ巾木

集成化粧

集成化粧

モルタル塗金鏝

塩ビ巾木

コンパネ(t=15)下張

塩ビ

一部アルミ

在来のまま

化粧石膏ボード(t=9)

在来のまま

在来のまま

(H=60)

コンクリート金鏝

在来のまま

一部アルミ

化粧石膏ボード(t=9)、岩綿吸音板(t=9)

在来フローリング上にＯＡフロア(H=50)

コンパネ(t=15)下張

現　況

集成化粧

名称

コンクリート金鏝

改　修

塩ビ巾木

化粧石膏ボード(t=9)

現　況

(H=100)

在来のまま

(H=60)

塩ビ

塩ビ

在来のまま

PB(t=9)、ブレースボード仕上

化粧笠木付ライニング壁

塩ビ巾木

在来天井撤去(別途工事にて室内機撤去)

硬質塗装合板フローリング(t=12)

化粧石膏ボード(t=9)、岩綿吸音板(t=9)

硬質塗装合板フローリング(t=12)張

新設:LGS(65)、PB(t=12.5)、ビニルクロス

在来のままコンクリート金鏝

カーペットタイル

集成手摺２段

温水洗浄便座新設

在来のまま

塩ビ巾木 塩ビ被覆補助手摺

塩ビ

コンクリート金鏝

(H=60)

在来のまま

勾配調整モルタル

施設名、模様カッティングシート

既設:ビニルクロス張替

PB(t=12.5)、ビニルクロス

在来のまま

在来天井撤去(別途工事にて室内機撤去)

間仕切、垂壁、腰壁、自動ドア撤去

SUS製金庫扉

ステンレスＣ型カーテンレール直付

塩ビ

在来のまま

温水洗浄便座新設

(H=60)

在来のまま

塩ビ巾木

在来のまま

コンクリート金鏝

男

　
　性

防滑塩ビシート

既設：ビニルクロス張替

在来のまま

間仕切、垂壁、腰壁撤去

集成化粧

PB(t=9)、岩綿吸音板(t=9)

塩ビ

在来のまま

在来のまま

在来のまま

(H=60)

在来天井撤去(別途工事にて室内機撤去)

在来のまま

在来のまま

取替

在来のまま

岩綿吸音板(t=9)張替

コンクリート金鏝

(H=60)

取替

在来のまま

在来のまま

塩ビ巾木

化粧石膏ボード(t=9)

ト 

イ 

レ

温水洗浄便座新設

在来のまま

塩ビ巾木

グ
ス
ペ
ー
ス

事 

務 

室

旧
金
庫
室

物

　
　置

間仕切カウンター（工場製作品）

受付カウンター（工場製作品）

デスク天板／メラミン化粧複合板(t=25)

　

 

３

ト 

イ 

レ

男

　
　性

ト 

イ 

レ

階

　
　段

階

　
　段

男

　
　性

在来のまま

その他

(H=60)

(H=60)

PB(t=9)、岩綿吸音板(t=9)

既設壁：ビニルクロス張替

PB(t=9)、岩綿吸音板(t=9)

(H=60) 取替

コンクリート金鏝

コンパネ(t=15)下張

塩ビ

コンクリート金鏝

在来天井撤去(別途工事にて室内機撤去)

在来のまま

ス
ペ
ー
ス

女

　
　性

間仕切、垂壁、腰壁撤去

間仕切、垂壁、腰壁撤去

PB(t=12.5)、ビニルクロス

乳 

児 

室

廊

　
　下

在来のまま

塩ビ

多 

目 

的

化粧石膏ボード(t=9)、岩綿吸音板(t=9)

更
衣
室
①

長尺塩ビシート(t=2)

長尺塩ビシート(t=2)

PB(t=12.5)、ビニルクロス

コ
ワ
ー
キ
ン

在来天井撤去(別途工事にて室内機撤去)

会 

議 

室

集成手摺２段

可動間仕切壁

会 

議 

室

ス
ペ
ー
ス

廊

　
　下

コンクリート金鏝

施設名、模様カッティングシート

(H=60)

コンパネ(t=15)下張

(H=60)

コンクリート金鏝

PB(t=9)、岩綿吸音板(t=9)

在来のまま

PB(t=12.5)、ビニルクロス

長尺塩ビシート(t=2)

在来のまま

集成化粧

間仕切、垂壁、腰壁撤去

塩ビ巾木

カーペットタイル

PB(t=12.5)、ブレースボード仕上

会 

議 

室

在来のまま

化粧石膏ボード(t=9)、岩綿吸音板(t=9)

女

　
　性

PB(t=12.5)、ビニルクロス

多 

目 

的

在来のまま

在来のまま（化粧見切破損箇所補修）

PB(t=12.5)、ビニルクロス

多 

目 

的

PB(t=12.5)、ビニルクロス

 　　　　　本実加工張（オスモ塗）

PB(t=12.5)、ビニルクロス、化粧見切

サ 

テ 

ラ

廊

　
　下

女

　
　性

化粧石膏ボード(t=9)、岩綿吸音板(t=9)

ト 

イ 

レ

ト 

イ 

レ

１ 

・ 

２

イ 

ト 

②

交 

換 

所

軽
運
動
場

ト 

イ 

レ

化粧石膏ボード(t=9)、岩綿吸音板(t=9)

イ 

ト 
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LC5(ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ)

Hang It All(ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ)

CALVI WIDE SHELF

ADR-ST003M

⑩

⑨

⑪

⑦

⑧

BB-K934W

 2個

 3個W1210*D610*H850　パソコンデスク　コンセント2口付

W1200*D1200*H720　 

 1個

 5個

LK-N3

 8脚

 4脚

W560×D160×H370　本体:スチール、天然木

名　　称

W650×D300×H605 

W2030*D760*H760*SH42　

寸　法　・　仕　様No. 参考品番・名称 数量

W1230×D360×H900 

３人掛ソファ

サイドテーブル

⑫

コート掛

ワイドシェルフ

W900×D515×H1790 

W1285×D628×H1800 ホワイトボード

更衣ロッカー(３人用)

φ1200　H740 

 8脚

 2脚

No.

35脚

 7脚

DSW(ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ)

DSW(ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ)

 8脚

 1脚

数量寸　法　・　仕　様 参考品番・名称

雑工事符号表

名　　称

丸テーブル

プライウッドチェア

スクエアテーブル

コワーキングデスク

アームシェルチェア W625*D630*H805*SH460 本体:ポリプロピレン　脚:ブナ材、スチール

W495*D550*H760*SH440 本体:プライウッド脚:スチール

シェルチェア W465*D555*H805*SH455 本体:ポリプロピレン　脚:ブナ材、スチール ①

Impara 　

GMテーブル

DCM(ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ)

ｺﾝﾄﾗｸﾄﾃｰﾌﾞﾙ(ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ)

⑥

③

②

⑤

④

廊下

倉庫

ＥＶ

DN

多目的ルーム

温水洗浄便座

サテライトオフィス②

大型テレビ(60インチ)

　①
更衣室

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

ホワイトボード

複合機

女子便所

床：長尺塩ビシート張替

DN

テ
レ

ビ
ス

タ
ン

ド
（

別
途

）

大
型

テ
レ

ビ
(6

0ｲ
ﾝﾁ

)
（

別
途

）

温水洗浄便座

多目的便所

機械室 職員更衣室

EPS

サテライトオフィス①

兼休憩室

男子便所

1
/
1
2

個人用リモート会議スペース

スロープ

ワークラウンジ

廊下

1
/
1
5

複合機 ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド

コワーキングスペース

フリースペース

更衣室

ワークラウンジ

　②

女子便所

ＥＶ

男子便所

PS

物置

PS

PS

UP

物置

給湯室
多目的便所

物　置

EPS

UP

①×４

⑪⑥

⑪

⑪

⑨

スクエアテーブル

①

丸テーブル

コワーキングデスク

②

⑤

⑥

③

④ φ1200　H740 

W495*D550*H760*SH440 本体:プライウッド脚:スチール

W1200*D1200*H720　 

W1210*D610*H850　パソコンデスク　コンセント2口付

W625*D630*H805*SH460 本体:ポリプロピレン　脚:ブナ材、スチールアームシェルチェア

プライウッドチェア

W465*D555*H805*SH455 本体:ポリプロピレン　脚:ブナ材、スチール シェルチェア 35脚

No.

 2脚

 8脚

数量名　　称

雑工事符号表

参考品番・名称寸　法　・　仕　様

ｺﾝﾄﾗｸﾄﾃｰﾌﾞﾙ(ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ)

DCM(ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ)

GMテーブル

Impara 　

DSW(ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ)

 8脚

 7脚

DSW(ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ)

 1脚 W900×D515×H1790 更衣ロッカー(３人用)

W1230×D360×H900 

W1285×D628×H1800 ホワイトボード

３人掛ソファ

コート掛

ワイドシェルフ

サイドテーブル

数量参考品番・名称

③

No. 寸　法　・　仕　様

W2030*D760*H760*SH42　

W650×D300×H605 

名　　称

W560×D160×H370　本体:スチール、天然木

LK-N3

 5個

CALVI WIDE SHELF

BB-K934W

 4脚

 3個

 2個

 8脚

 1個⑨

⑧

⑫

⑪

⑦ LC5(ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ)

ADR-ST003M

⑩ Hang It All(ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ)
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１
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ＷＤ

１
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２
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×３①
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①×４
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①×４
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⑦
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④

２
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２
ＷＤ

④

④

④

④

④

２
ＷＤ

⑧

⑧

２

３
ＷＤ
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ＷＤ

⑦

⑧

⑦

⑦
⑧

⑧

⑧

⑧

⑧

建具・家具案内図、雑工事符号表図面名
〒947-8501小千谷市城内2丁目7番5号

工事番号 １４－１１工事名令和３年度 (仮)テレワークステーションおぢや(建築)整備工事建住第１５号 図 番 TEL:0258-83-3514　FAX：0258-83-2789小千谷市 本町 地内
E-mail:kensetu-kj@city.ojiya.niigata.jp

1/30,1/20施工場所 小千谷市建設課縮 尺

２ 階 平 面 図１ 階 平 面 図



建具リスト・受付カウンター詳細図
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